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芦屋市特定優良賃貸住宅(家賃補助付賃貸住宅)入居者募集

●物件の所在地　東山・朝日ケ丘・業平・西山・伊勢町　
●入居者負担額　74,700円～166,000円(３ＬＤＫ中心)
●資　　　　格　所得が基準に該当し、自家所有でない世帯

契約家賃を減額・家賃軽減制度を強化・若年層の入居要件を緩和しました

先着順で受付中
※詳細はホームページで

問い合わせ　都市整備公社　138-2110(http://www.ashiya-tosi-seibi.or.jp)

ダイオキシン類
測　定　結　果

問い合わせ　環境処理センター施設担当　132-5391

　環境処理センターの排ガス、焼却灰、バグ灰(集塵機捕集灰)
中のダイオキシン類の測定調査を行いました。
　数値(平成16年度測定値)は、法で規制された基準(規制値)を全
てクリアしています。

単位：ng-TEQ/m3 N

　区　　分 測定日 測定結果 規制値

排ガス(１号) ５月20日 0.058
1

排ガス(２号) ９月15日 0.00074

＊単位は１ｍ3Ｎ中の含有量で10億分の１ｇ

単位：ng-TEQ/g

　区分 測定日 測定結果 規制値

 焼却灰
９月15日

0.0039 ３

 バグ灰 0.28 注１

 ＊単位は１ｇ中の含有量で10億分の１ｇ

※注１：バグ灰は薬

剤処理をしているた

め、規制値は適用さ

れません。

水質検査計画(案)へのご意見を
　水質検査の適正化や透明性を確保するため、水源の特性など芦屋市の地域
性を踏まえ、検査の地点、項目、頻度とその理由などを明記した平成17年度
水質検査計画を策定します。このたび計画案がまとまりましたので、これを
公表し、市民の皆さんの意見を募集します。
■計画( 案) の配布　水道部・市役所受付・ラポルテ市民サービスコーナーで

配布するほか、市ホームページに掲載します。
■応募できるかた　市内在住または在勤・在学のかた、市内に本支店または
　　　　　　　　　営業所のある法人
■応　募　方　法　個人の場合は氏名・住所を、法人は法人名・所在地を記
　　　　　　　　　入し、郵送・ファクス・メールのいずれかで、３月15日
　　　　　　　　　＜消印有効・必着＞までに下記へ
　　　　　　　　　※電話での応募はできませんので、ご了承ください。

問い合わせ　水道部工務課　138-2084/FAX38-2165
(〒659-8501住所不要、メール：suidou.soumu@city.ashiya.hyogo.jp)

奥池町地区・若宮町地区
地区計画(原案)を縦覧します

 「阪神間都市計画(芦屋国際文化住宅都市建設計画)地区計画の決定」につい
て縦覧します。この案について、土地の所有者および土地に関する利害関係
者は、縦覧期間中に市長あての意見書を提出することができます。
■縦覧件名①阪神間都市計画(芦屋国際文化住宅都市建設計画)地区計画の決定
　　　　　　(奥池町地区地区計画)(芦屋市決定)の市条例に基づく原案の縦覧
　　　　　②阪神間都市計画(芦屋国際文化住宅都市建設計画)地区計画の決定
　　　　　　(若宮町地区地区計画)(芦屋市決定)の市条例に基づく原案の縦覧
■縦覧期間　３月４日～17日(平日の執務時間内)
■縦覧場所・意見書提出　都市計画課(市役所北館３階)

問い合わせ　都市計画課(まちづくり・開発指導担当)　138-2109

山手幹線(船戸・松ノ内町区間)が対面通行に

　都市計画道路山手幹線の船戸・松ノ内町区間が、市民の皆さんや関係各位のご理解
とご協力をいただき、一部の工事を除いて完了しました。
　つきましては、３月24日(木)午後２時より、ラポルテ西館の西側交差点から県道奥

山精道線間で通行方
法が対面通行(暫定２
車線)となります。
　切り替え日時に付
近を通行されるかた
は、信号等にご注意
ください。

問い合わせ　街路課　138-2074
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問い合わせ　生涯学習課　138-2091

音楽のある街・芦屋　～よみうりファミリーコンサート～

音 楽 と 語 り の
コラボレーション シ ン デ レ ラ
■日時　５月21日(土)午後２時開演(１時30分開場)　■会場　ルナ・ホール　■内
容　演奏と語りでつづる「シンデレラ｣／バイオリン・ピアノに挑戦、一緒に体験
／リサイタル(バイオリン小品とピアノソロ)　■出演者　吉田恭子(バイオリン)、
三舩優子(ピアノ)、中井美穂(朗読)　■入場料(全席指定)　Ｓ席2,000円・Ａ席1,500
円(当日は500円増)　■一時保育・費用　先着20人(読売新聞事業局　106-6366-1847
へ＜要予約・３月17日以降受付＞)・800円　■チケット発売所　文化振興財団、
大蓄芦屋店、電子チケットぴあ、ローソンチケット※３月25日(金)販売開始

学校教育課　138-2087

大原町住宅(ラ・モール芦屋)に住んでみませんか
　ラ・モール芦屋の従前居住者用住宅「大原町住宅」の入居者を募集しています。次の要件に
該当するかたは、案内書をご確認の上、受付期間中に住宅課へお申し込みください。
■募集戸数　18戸(２ＤＫ～４ＬＤＫ)
■受付期間　３月10日～24日(平日の執務時間内)
■案　内　書　住宅課・市役所玄関受付・ラポルテ市民サービスコーナーで配布
■資　　格　次の①～⑤に該当するかた(持ち家のかたは申し込みできません)
　　　　　　①申し込み本人が市内に住民登録し、かつ居住または在勤のかた
　　　　　　　＊震災時に市内に居住し、家屋の解体証明等が提出できる市外居住のかたを含む。
　　　　　　②現に同居し、または同居しようとする親族のあるかた
　　　　　　　＊１人世帯でも申し込みはできますが、２人以上世帯を優先します。
　　　　　　③申し込み世帯全員の収入の合計が、政令月収額200,001円以上のかた
　　　　　　④連帯保証人のあるかた
　　　　　　⑤市税を滞納していないかた

問い合わせ　住宅課　138-2026(精道町5-11)

大震災復興基金事業等一部が終了します
問い合わせ　住宅課　138-2026

　阪神・淡路大震災復興基金事業のうち「利子補給制度」、および市の「災害復興住宅特別融資」
が３月31日で終了となります。両制度の申請を検討されているかたは、至急お申し込みください。

隣地買い増し宅地規模拡大支援事業
(利子補給制度)

　震災により滅失した住宅を再建する際、被災
以前の規模の建物に再建しようとしても、宅地
が狭小等の理由により、十分な広さの住宅を建
設できない場合等に、隣接地を購入するための
借り入れに対して利子補給が行われる制度。

災害復興住宅特別融資

　震災により被災され、住宅の新築・購入ま
たは修繕をしようとするかたに、融資をする
市の制度。罹災証明をお持ちのかたで、市内
で建設・購入または修繕を検討されているか
たは、３月31日までに住宅課へ。

　　　　　　※申請資格・制度の詳細については、住宅課へお問い合わせください。

《高齢者住宅再建支援事業(阪神・淡路大震災復興基金)は２年間延長されます》

　震災により、居住していた住宅が全・半壊の被害を受け、住宅を再建するにあたり金融機関等
の融資が受けられず、自己資金により自らが居住する住宅を建設・購入または 500万円以上の補
修をし、住宅再建時に満65歳以上のかたに、建設等に要した費用の一部を補助する制度です。
　この事業については２年間延長されることになりましたので、引き続き申請を受け付けます。
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